
警

固
－1－

き
み
は
　
「
踏
み
絵
」
　
を
ど
う
踏
ん
だ
か

㈲
あ
の
「
踏
み
絵
ビ
ラ
」
は
＜
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
写
真
V

を
踏
む
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
心
を
踏
む
の
で
あ

る。
▽
例
え
ば
、
社
会
タ
イ
ム
ス
2
月
1
日
の
投
書
で
、

天
皇
制
に
は
批
判
を
も
つ
と
い
う
人
が
、
踏
み
絵

は
悪
趣
味
の
あ
そ
ぴ
だ
と
い
い
「
も
し
私
が
映
画

館
で
知
ら
ず
に
天
皇
の
写
真
を
踏
ん
だ
と
し
た
ら
、

き
っ
と
自
分
の
魂
を
汚
し
た
思
い
が
す
る
だ
ろ

ぅ
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
々
が
「
踏
み
絵
事
件
」
に
よ
っ
て
、
自
分

も
は
っ
き
り
自
覚
し
な
か
っ
た
「
自
己
の
内
心
」

に
対
面
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
人
は
、
自

分
が
そ
れ
を
踏
む
踏
ま
ぬ
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
人

の
こ
と
さ
え
黙
視
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
人
は
気

付
い
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
自
分
に
と
っ
て

天
皇
が
特
別
の
、
至
尊
で
あ
る
べ
き
人
と
し
て
い

る
こ
と
を
、
こ
の
踏
み
絵
が
明
ら
か
に
し
た
の
で

ある。

㈲
こ
の
よ
う
に
踏
み
絵
は
、
ふ
つ
う
は
外
面
的
な
言

動
か
ら
し
か
類
推
す
る
し
か
な
い
不
可
視
の
精
神

領
域
、
無
意
識
の
内
面
を
、
き
わ
め
て
具
体
化
し

て
表
層
に
あ
ら
わ
す
も
の
だ
っ
た
。

㈲
例
え
ば
、
踏
み
絵
が
三
歳
の
幼
児
に
と
っ
て
は
た

だ
の
紙
切
れ
で
し
か
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
踏

み
絵
ビ
ラ
の
意
味
は
す
ぐ
明
ら
か
に
な
る
。

つ
ま
り
、
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
写
真
や
戯
文
が
こ
と
の

本
質
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
き
わ
め
て
敏
感
に

反
応
す
る
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
、
む
し
ろ
自

分
さ
え
見
落
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
心
の
裳
々
の

微
妙
な
ゆ
れ
が
意
味
す
る
も
の
、
そ
れ
こ
そ
が
踏

み
絵
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

（
イ
オ
ム
通
信
2
9
0
号
よ
り
抄
出
）

希
窪
み
史
へ
筋
か
玲
鈴
る
レ
患
ひ
句
脅



踏み総ビラ　　表面

ー2　－



揺れ給ビラ　裏面
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＊
薫
風
危
匠
は
。
岳
仲

卸
」
†
天
皇
風
刺
ス
テ
ッ

カ
ー
蜜
i
件
」
の
も
の
・
．

㊥
載
釧
軸
到
創
刊
、
i
刑
k
l

踏
み
絵
論
争
こ
け
∴
寵
㊥
I
④

⑦
か
け
入
れ
へ
の
亙
撃

・
率
東
上
p
 
I
。
薫
告
の
恵
隼
－

・
葦
撫
曾
曹
立
番
　
」
哲
冒
し
－

・
手
技
筈
決
定
　
－
珊
煉
り
内
患
〝
－

・
・
‥
　
‥
　
‥
　
卯
∵
二
割

‥

　

‥

・

‥

・

健

，

低

音
臆
臆
周
り
図

騎
∴
㍍
∵
締
吉
　
I
「
倒
せ
特
訓
運
試
し
．
申
立
要
旨
工
費
智

，
匂
愚
論
傭
織
豊
講
款
　
「
1
こ
れ
か
i
！
！
L
I

浮
行
目
動
物
－
賞
揚
④
′
め
ー
（
秒
勾
・
稲
少
・
ゴ
ビ
し

①
　
配
備
急
報
告
　
㊧
掠
沓
－
∴
ぬ
〓
驚
客
車
嵩
冨

④
薫
告
汝
を
電
ノ
旨

㊥
御
免
街
璽
偽
薬
恵
三
ユ
ー
ス
一
号
　
三
号

④
イ
オ
△
画
信
孝
て
　
⑰
　
即
号
　
⑱
　
聾
号
∴
A
㌢
豹
喜

洩
胃
山
村
∴
雪
面

秒
均
し
編
や
ヨ
ピ
ー

⑫
ま
う
　
⑱
馨
苧
　
⑫
わ
ど
っ
み
通
傍

㊥
穫
侶
　
（
㈱
こ
監
箸
渚
　
㊥
草
の
砲
通
信

⑳
仏
教
タ
イ
ム
ス
捗
　
⑳
砿
鼠
爵
蟄
簑
新
開

㊧
社
会
斯
詑
⑳
ひ
素
西
府
㊨
日
や
「
日
面

‥

‥

‥

‥

‥

・

鋤

～

9

3

㊥
線
合
壁
佃
箪
　
⑯
霊
諺
急
務
一
子
ス
3
∴
A
T
信

（
⑲
改
段
可
－
。
⑰
婦
人
雇
主
静
　
㊧
軍
報
‥
雄
か

㊧
対
語
的
　
⑲
堕
嘉
　
㊧
4
什
疋
新
例
　
柳
壷

⑳
ミ
o
蚤
。
鵡
′
へ
露
韻
⑩
約
的
停
戦
館
′
鈍

⑳
符
合
窃
倍
の
　
㊧
英
文
各
日
　
⑭
仏
古
学
I
1
位
〒
ん
祇
㊨
ス
ペ
タ
点
者
ダ
ト
・
オ
ブ
し
ラ
蜜
∴
持
て
〓

⑮
壷
能
事
自
筆
曹
・
雷
　
⑳
慧
タ
イ
ム
ス

●
「
鋳
し
わ
・
L
a
H
昆

％
′
缶
　
　
●
ふ
わ
り
に
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信
∵
「
上
り
l
に

▼
　
こ
の
パ
ン
7
は
一
九
八
五
牽
初
頭
、
全
回
各
級
（
灼

3
0
都
連
南
無
数
百
万
糾
し
で
行
わ
れ
た
（
未
望
拷
み
徴
兵

同
行
動
・
幼
名
御
璽
蚤
件
）
を
、
記
録
と
し
て
遺
す
仁
め

の
、
資
料
全
集
で
め
る
o

▼
　
マ
ス
コ
ミ
は
技
憲
に
対
す
る
1
葉
書
決
定
」

に
至
っ
て
・
調
い
あ
て
杏
件
を
大
き
く
雷
し
そ
が
、
元

旦
の
共
同
行
動
に
財
殆
ど
ふ
れ
冨
か
っ
に
．

ほ
い
め
て
本
I
ヾ
ン
フ
で
知
る
読
寿
の
た
め
、
事
件
の
経

過
を
夢
記
し
と
「
イ
ン
ー
圧
力
∴
ブ
ヨ
ン
L
S
日
弓
馬
箱
の
小

史
を
輯
載
、
若
干
の
増
補
の
亡
さ
ら
に
「
脊
」
を
付
し
て

弗
一
都
「
寵
苦
し
と
し
∵
ガ
二
両
を
「
習
料
察
し
と
し
屋

▼
　
い
さ
ざ
か
脱
線
気
味
の
「
証
し
は
、
い
き
〃
義
・

非
暴
力
青
馬
行
動
シ
リ
ー
ズ
ク
と
し
て
W
R
I
蜜
噛
軸
よ

り
萱
ノ
バ
シ
ア
ー
（
ガ
一
束
ハ
ウ
γ
ビ
ラ
爆
撃
聖
楽
ハ
ゥ

ッ
ー
念
仏
デ
モ
な
ど
）
で
蜃
前
し
て
い
る
へ
笠
劫
の
や
り
方

磁
桝
鉛
ビ
ラ
絢
各
卸
要
事
停
関
係
掘
猷

｛
秋
・
井
関
一
群
霊

幾
菅
∴
徹
．
魯
魚

毘
出
し
・
惣
こ
壌

し
／
I
B
　
社
会
タ
イ
ム
ス
　
大
窪

少
的
　
劫
へ
　
謡
彼
∴
一
書

シ
毎
　
ノ
二
年
斬
朗
i
　
一
命

壬
阜
‥
声
、
工
う
糾
今
∴
藷

レ
免
　
監
獄
通
信
け
ー
脊

レ
あ
　
接
点
舎
遵
冨
三
貴

夕
幼
　
i
社
会
ゲ
イ
4
ス
　
大
破

を
　
体
　
　
重
結
締
　
虞
膏

血
国
号
遺
　
　
言
　
雄
一
露
語

夕
日
　
わ
だ
つ
み
宙
佐
伯
　
癖
字

ケ
l
∴
漉
）
∴
一
蟹
丁
朋
毒
素

2
軍
丈
辛
の
棉
過
信
叩
・
呈
i

考
艶
耕
鎧
，
名
産

急
。
婦
人
民
主
新
向
∴
農
高

ク
ー
。
社
会
タ
イ
4
ス
∴
士
露

グ
寝
∴
試
す
な
架
芳
養
舞
参
第

2
鼠
を
畜
薫
磐
欝
　
盃

名
句
　
社
会
タ
イ
4
ス
　
大
破

ケ
′
鉢
∴
社
会
ダ
イ
ム
言
へ
∴
大
証

3
日
タ
イ
、
斥
ウ
シ
ョ
ン
坤
一
課
窯

「
エ
上
手
寄
食
ゐ
節
他
き
ゃ
て
こ

「
曹
思
蟹
〇
・
金
口
り
ブ
タ
ン
の
畜
言
え
へ
」

「
大
猟
露
草
・
云
書
誌
か
絵
ダ
ブ
左
蟹
脅
し

「
ギ
ョ
メ
イ
ギ
ブ
ジ
ギ
ソ
i
古
†
脅
し

、
雪
ソ
．
衝
危
御
璽
優
遇
で
ガ
ザ
〝

「
表
現
弾
斥
稼
小
会
厄
」
報
告
し

。
全
国
曹
（
諺
み
桧
）
避
空
拳
公
向
－

、
綴
記
－
新
島
・
考
古
K
L

。
隆
雰
短
日
斉
し

1
今
季
つ
い
け
3
不
敏
恭
し

〝
親
告
、
紡
各
卸
忠
一
去
年
伸
し

〝
工
士
で
ヨ
鬼
㊥
容
儀
簿
や
て
重
I
J

。
な
ん
と
大
胆
′
有
数
特
〇
・
た
ビ
ラ
」

雪

γ

欝

堪

恵

″

7
謄
み
漕
ぎ
7
へ
の
私
皇
居
見
」
（
韻
事
）

。
＃
ヨ
雪
ッ
街
る
紺
屋
造
言
伸
し

7
度
春
雲
制
I
f
皇
丁
イ
ビ
ラ
」

。
一
緒
に
第
タ
ブ
」
務
ま
芝
か
九
二
篇
」
（
強
ま

、
喜
書
信
展
を
薯
を
軽
さ
て
ま
え
、
生
存
し
へ
ん

〝
由
っ
て
ま
す
か
ク
勅
命
御
璽
纂
多
作
L
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す
す
倒
す
）
と
し
て
の
へ
自
由
連
合
過
勤
輪
）
を
虜
げ
に

も
の
で
「
の
ろ
。

▼
　
術
無
作
意
の
手
嶋
上
、
き
ず
貿
料
コ
ピ
ー
（
拍
少
し
て

木
鐸
的
な
も
の
で
徹
面
種
籾
三
両
倉
省
南
な
ど
多
1
両
る
）
を
善

事
に
切
り
極
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
貝
鎖
し
や
連
の
ス

ぺ
し
ス
が
う
ま
く
報
告
で
手
前
、
す
之
が
る
接
辞
に
く
い

S
q
に
ハ
あ
っ
土
ト
。

▼
　
こ
の
「
薄
み
絵
」
は
、
呼
び
か
町
井
二
倍
で
「
ぱ
く

り
の
年
の
な
か
で
、
ち
意
∴
ノ
と
よ
う
こ
れ
以
上
面
白
い
こ

と
は
そ
、
｝
T
n
へ
ん
」
と
書
い
た
き
っ
に
・
ぼ
く
個
人
の

笛
握
で
も
掃
討
す
べ
き
こ
と
ビ
ワ
巨
が
、
そ
れ
以
工
に
－

「
砦
曹
芸
曇
荷
嵩
重
畳
雪
ぎ
富
貴
密
一
連
・
首
し
た
こ
と

で
L
I
晴
代
文
句
竜
蚤
き
ち
っ
も
の
ど
っ
巨
と
玄
そ
る
。
と

ず
れ
伊
こ
の
粗
雑
ぢ
車
作
り
の
！
？
、
／
フ
も
斗
毒
腺
か
し

と
し
な
い
由
ろ
う
。
　
跨
年
8
星
へ
∴
∴
・
中
耳
i
　
肴

き

ピ

・
〟
公
　
砿
警
イ
4
ス

タ
イ
ー
社
会
タ
イ
ム
ス

シ
均
　
朝
日
高
所
蹄

シ
勺
・
（
旬
日
軒
耐

乏
ル
“
読
売
新
府

シ
ャ
　
日
本
終
発
前
節

シ
侮
　
千
代
礼
節
廟

垂
東

大
抜

穴
阪

大
瞭

大
破

大
坂

棄

↓
シ
布
　
社
会
二
新
穀
∴
食
客

…
阜
∴
邁
－
∴
三
号
坤
　
自
署

そ
”
魯
　
社
会
タ
イ
ム
弓
へ
∴
大
応

え
的
　
好
、
俺
慨
∴
　
亀
貴

㌢
約
－
卒
去
は
警
宿
，
：
奈

4
官
，
新
的
　
平
時
寮
奈

々
有
∴
わ
た
し
q
α
3
㌦
繁

多
仰
∴
活
字
し
の
か
白
鳥
徳
局

名
　
わ
た
し
q
u
も
用
放
鳥

4
本
掘
り
へ
1
日
　
思
索
奈

多
布
∴
「
中
主
き
吟
に
U
的
十
論

夕
旬
　
模
索
舎
は
哩
優
れ
塵
雷

名
二
手
霊
薬
∴
露

台
阜
／
　
仏
“
り
W
乃
∴
∴
∴
年
を

y
4
　
労
偽
情
報
印
書

亀
h
ロ
　
ス
や
イ
シ
ー
の
〇
一
へ
重
さ
と
も
0
王

〝
不
敬
罪
は
生
き
て
0
3
L

“
電
春
雪
覿
禅
曇
義
塾
思
し
へ
玲
毎
）

。
椴
否
急
性
恵
葦
・
天
皇
蕎
コ
ピ
ー
ぐ
う
」

“
蟹
愚
意
蜃
撃
墜
争
お
へ
争
霊
場
念
菅

。
忠
謹
寮
璽
柴
孟
至
誓
恵
（
－
食
掛
せ

。
線
名
街
忠
告
…
を
一
画
霊
電
蓄
薫
」

「
債
造
詣
山
笠
せ
ず
．
美
星
寧
ミ
．
苦
言
ヒ
線
も
」

。
害
毒
風
致
」
一
つ
事
作
．
魚
道
盆
驚
写
し

。
年
代
丸
健
二
の
一
事
i
菅
上
　
し

て
碧
め
忠
一
偽
造
・
差
押
え
殿
誇
L
 
L

1
ウ
ッ
ソ
ー
・
づ
丁
寧
写
食
盗
塁
思
案
し

。
天
日
壬
劫
か
露
卦
し
て
‡
し
た
し

。
街
急
窟
署
崖
三
協
醤
波
高
L

「
串
の
鈴
上
に
毒
害
ふ
み
給
田
せ
く
」

。
京
口
言
産
み
っ
け
ど
（
ノ
モ
諾
っ
た
〝

。
天
皇
風
刺
で
哀
寄
寓
｛
令
と
∬
′
」

。
き
み
は
庭
井
嘗
－
ど
う
鎧
く
だ
か
，
舟

木
さ
「
　
下
市
」

「
表
現
撥
1
圧
て
ん
未
」

冨
母
崇
と
軍
手
黒
の
ユ
キ

〝
私
は
月
評
せ
ず
s
 
L

「
丁
否
京
島
？
ビ
ラ
・
盃
怒
読
替
，
r
L

O
b
A
N
し
タ

タ
で
　
フ
ラ
ン
ス
I
T
～
M
9
を
も
巨
富
し
〆
b


